
口絵１

遺構調査



口絵２

H−２

H−３（右手前）・H−５（左奥）



口絵３

P−23

P−33



口絵４

縄文時代前期・中期の土器

縄文時代後期の土器



例　　言

1 ．本書は、独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構による北海道新幹線建設事業工事に伴い、
財団法人北海道埋蔵文化財センターが平成21・22年度に委託を受けて実施した、木古内町蛇内 2 遺
跡の埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2 ．報告内容は、蛇内 2 遺跡の平成21年度調査範囲（10,430㎡）および平成22年度調査範囲（850㎡）、
計11,280㎡の遺構と遺物である。

3 ．調査は第 1 調査部第 3 調査課が担当した。
4 ．本書は、立川トマス、菊池慈人、新家水奈、芝田直人、酒井秀治、佐藤和雄が執筆し、文末に執
筆者を示した。編集は芝田が担当した。

5 ．遺物の整理は土器を芝田、石器等を酒井が担当した。
6 ．現地調査での写真撮影は各担当者が、室内での写真撮影・整理は菊池が担当した。
7 ．放射性炭素年代測定については、株式会社加速器分析研究所に依頼した。
8 ．調査報告終了後の出土遺物は、木古内町教育委員会で保管される予定である。
9 ．調査にあたっては、下記の諸機関および諸氏に御協力、御指導をいただいた。

独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構、木古内町教育委員会、北斗市教育委員会、
知内町郷土資料館、市立函館博物館、七飯町歴史館、大沼忠春、木元　豊、佐藤智雄、高橋和樹、
高橋豊彦、時田太一郎、西脇対名夫、福田裕二、森　靖裕、山田　央、横山英介（五十音順）



記号等の説明

1 ．遺構の表記には以下の記号を用い、原則として確認順に番号を付けた。
Ｈ：住居跡　ＨＦ：住居にともなう焼土　ＨＰ：住居にともなう土坑・柱穴　
Ｐ：土坑　ＳＰ：小土坑、Ｆ：焼土　Ｓ：集石　ＦＣ：剥片集中

2 ．遺構図等の方位は真北を示す。遺構平面図の「＋」は調査区または小調査区ラインの交点で、傍ら
の名称記号は右下の調査区を表す。また、「・」小数字とセクションレベルは標高（単位ｍ）である。

3 ．掲載した遺構・遺物の図は基本的に以下の縮尺に統一した。ただし、遺構位置図、地形図、遺物
出土状況図などは任意の縮尺であるため、各図にはスケールを付けてある。
遺　　構　 1 ：40　　　復元土器　 1 ： 3 　　　拓本土器　 1 ： 3 　　　剥片石器　 1 ： 2 
磨製石器　 1 ： 2 　　　礫 石 器　 1 ： 3 　　　土 製 品　 1 ： 2 　　　石 製 品　 1 ： 2 

4 ．遺構の規模は、遺構に外接する直方体を設定して求めた（単位ｍ）。
5 ．土層の表記は、基本土層についてはローマ数字（Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ・・・）、遺構内の層序についてはア
ラビア数字（ 1 、 2 、 3 ・・・）を使用した。

6 ．土層の色調は『新版標準土色帖29版』（小山・竹原2007）に準じた。
7 ．火山灰は『北海道の火山灰』（北海道火山命名委員会1982）に準じ、以下の略号を用いた。

駒ケ岳火山灰ｄ層：Ｋｏ−ｄ　　　白頭山−苫小牧火山灰：Ｂ−Ｔｍ
8 ．遺物図右下の太ゴチックアラビア数字は掲載番号であり、これに後続する小文字アルファベット
（ａ、ｂ、ｃ・・・）は同一個体を示す。
9 ．復元土器の「 」は上面観を模式的に表したもので、十字の垂直線は下端が前面側−上端が裏面
側を、十字の水平線は左端が左面側−右端が右面側を示す。「 」の直下の図は「 」に太線で示し
た弧の範囲の文様・器面調整を図化表現している。太線は転写範囲を表し、「 」の外面に太線があ
る場合は外面の情報、「 」の内側に太線がある場合は内面の情報を表現している。

10．復元土器の断面図上方に「▼」「▽」が付されている場合、正面図に「▼」「▽」が付されている部
位の断面を転写している。

11．石器・土製品・石製品の大きさは、最大長・最大幅・最大厚（単位㎝）で示した。破損している
ものについては現存最大値を（　）、不明なものは「−」で示した。

12．石器の実測図中でたたき痕は「∨−∨」、すり痕は「｜←→｜」で範囲を示した。また、被熱部分お
よびアスファルト付着部分をドットのスクリーントーンで示した。

13．文中において「北埋調報」としているものは、財団法人北海道埋蔵文化財センター調査報告書の
略である。
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図版１

調査状況（1）

準備工事

25％調査
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調査状況（2）

調査状況

調査状況（平成22年度）
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住居跡（1）

H−１遺物出土状況

H−１セクション

H−１炭化物 H−１炭化物
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住居跡（2）

H−２遺物出土状況

H−２セクション
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住居跡（4）
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住居跡（5）

H−４セクション
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住居跡（6）

H−６遺物出土状況
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住居跡（8）

H−９遺物出土状況

H−９セクション

H−９　HF−１検出 H−９　HP−２セクション
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住居跡（9）

H−10完掘

H−10 HF−１検出

H−10 HP−２セクション
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H−10 HP−３セクション
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住居跡（10）

H−11完掘

H−11セクション

H−11 HF−１セクション H−11 HP−５セクション
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住居跡（11）

H−13完掘

H−12完掘
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住居跡（12）

H−14完掘
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H−14 HF−１検出

H−13 HP−２セクション

H−14 HP−１セクション
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住居跡（13）

H−15セクション

H−15遺物出土状況

H−15 HP−２セクション H−15 HP−３セクション
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土坑（1）

P−23セクション
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土坑（2）
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土坑（3）

P−40セクション
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土坑（4）
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土坑（5）

P−93セクション
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土坑（6）

P−94セクション
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P−94セクション P−94坑底
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その他の遺構（1）

F−２・F−３・FC−１検出

S−２検出 F−９セクション
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その他の遺構（2）

一括土器５・６

F−17セクション

一括土器２

一括土器１

一括土器３
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包含層遺物出土状況

土器他

石皿

三角柱形石製品

擦り切り残片

垂飾



図版25

遺構の復元土器（1）
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遺構の復元土器（2）
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遺構の復元土器（3）
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遺構の復元土器（4）
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遺構の復元土器（5）・包含層の復元土器（1）
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包含層Ⅱ群a類　22
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包含層の復元土器（2）
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包含層の復元土器（3）
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包含層の復元土器（4）
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包含層の復元土器（5）・遺構の拓本土器（1）
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遺構の拓本土器（2）
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遺構の拓本土器（3）
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遺構の拓本土器（4）
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遺構の拓本土器（5）
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遺構の拓本土器（6）
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遺構の拓本土器（7）

P−27 P−29 P−33

P−23（2）

10
11 12 13

14

15

16

17a

17b

19
20

21
22

１

２

２

３



図版40

遺構の拓本土器（8）
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遺構の拓本土器（9）
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遺構の拓本土器（10）
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包含層の拓本土器（1）
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包含層の拓本土器（2）
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包含層の拓本土器（3）
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図版46

包含層の拓本土器（4）
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包含層の拓本土器（5）
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包含層の拓本土器（6）
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包含層の拓本土器（7）
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図版50

包含層の拓本土器（8）
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図版51

包含層の拓本土器（9）
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図版52

包含層の拓本土器（10）
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図版53

包含層の拓本土器（11）
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図版54

包含層の拓本土器（12）
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図版55

包含層の拓本土器（13）
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図版56

遺構の石器（1）
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図版57

遺構の石器（2）
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図版58

遺構の石器（3）
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図版59

遺構の石器（4）
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図版60

遺構の石器（5）
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図版61

包含層の石器（1）
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図版62

包含層の石器（2）
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図版63

包含層の石器（3）
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図版64

包含層の土製品・石製品
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